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国
際
協
同
組
合
年
っ
て
何
？

２
０
２
５
年
。
今
年
は
昭

和
１
０
０
年
で
あ
り
、
広
島
・

長
崎
の
被
爆
そ
し
て
終
戦
80

周
年
で
あ
る
と
と
も
に
、
あ

ま
り
聞
き
な
れ
な
い
、
世
間

で
話
題
に
な
っ
て
い
な
い
国

際
協
同
組
合
年
で
す
。

「
国
際
〇
〇
年
」
は
国
連
が

定
め
る
も
の
で
、
協
同
組
合

年
は
１３
年
ぶ
り
２
回
目
。
世

界
共
通
の
重
要
テ
ー
マ
と
し

て
各
国
、
全
世
界
が
、
年
間

を
通
し
て
呼
び
か
け
対
策
を

行
な
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

私
た
ち
の
京
都
高
齢
者
生

活
協
同
組
合
く
ら
し
コ
ー
プ

も
、
小
粒
な
が
ら
協
同
組
合
。

協
同
組
合
年
を
一
つ
の
チ
ャ

ン
ス
と
し
て
、
勉
強
し
事
業
・

活
動
を
発
展
さ
せ
る
機
会
に

し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

本
誌
デ
ス
ク
が
テ
キ
ス
ト

を
乱
読
し
た
レ
ポ
ー
ト
で
す
。

▶
近
代
生
協
の
原
点
と
さ
れ
る
、
イ
ギ
リ
ス
・
ロッ
チ
デ
ー
ル
公
正
開
拓
者
協
同
組
合
初
代
店
舗
跡
地
の
祈
念
館
。

（
文
）

赤
染
益
輝

（
写
真
提
供
）

増
田
二
三
夫

（
参
考
資
料
）　

２
０
２
５
国

際
協
同
組
合
年
全
国
実
行
委

員
発
行
の
ニ
ュ
ー
ス
ほ
か
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第1

原
則　

　

自
発
的
で
開
か
れ

　

た
組
合
員
制

そ
の
１　

組
合
員
制

「
経
済
的
、
社
会
的
、
文
化

的
ニ
ー
ズ
を
か
な
え
る
」
た

め
に
、
自
発
的
に
手
を
結
ん

だ
人
び
と
」
が
「
組
合
員
」
。

そ
の
２　

自
ら
の
意
思
で

自
発
的
に
自
ら
の
意
思
で
。

そ
の
３　

誰
で
も
加
入

開
か
れ
て
い
る
―
誰
で
も

加
入
。

第
２
原
則　

　

組
合
員
に
よ
る
民

　

主
的
管
理

そ
の
１　

一
人
一
票

株
式
会
社
は
一
株
一
票
で

出
資
額
に
よ
り
大
き
な
差
も
。

協
同
組
合
は
出
資
額
（
口
数
）

に
か
か
わ
ら
ず
一
人
一
票
。

そ
の
２　

議
論

・
参
画

組
合
員
は
役
員
選
出
や
総

代
会
で
議
論
・
議
決
に
参
加

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
れ
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
各
種
委
員

会
や
懇
談
会
に
積
極
的
に
参

加
し
て
話
し
合
い
、
意
見
を

組
合
運
営
に
反
映
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
大
切
。
も
ち
ろ
ん

役
員
・
職
員
は
情
報
を
組
合

員
に
公
開
し
、
協
同
組
合
と

は
何
か
の
理
解
を
広
げ
、
議

論
の
場
、
参
画
の
機
会
を
設

け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

第
３
原
則　

　

組
合
員
の
経
済
的

　

参
加

そ
の
１　

必
要
な
資
金
は
み
ん

な
で
出
し
合
う

そ
の
２　

剰
余
金
は
み
ん
な
の

た
め
に
使
う

（
３
つ
の
方
法
）

①　

準
備
金
と
し
て
積
み

立
て
、
組
合
発
展
の
た
め
に
。

②　

組
合
員
が
利
用
し
た

度
合
い
に
応
じ
て
割
り
戻
す
。

③　

地
域
社
会
の
発
展
や

地
域
の
み
ん
な
の
生
活
向
上

に
結
び
つ
く
よ
う
な
、
誰
も

が
納
得
で
き
る
支
出
を
す
る
。

そ
の
３　

み
ん
な
で
財
産
管
理

出
資
金
・
剰
余
金
・
準
備

金
な
ど
す
べ
て
み
ん
な
の
協

同
活
動
の
成
果
で
す
。
ト
ッ

プ
で
決
め
る
こ
と
は
許
さ
れ

ず
、
総
代
会
で
決
定
し
ま
す
。

第
４
原
則　

　

自
治
と
自
立

そ
の
１　

政
治
的
に
も
経
済
的

に
も
自
主

・
自
立

協
同
組
合
の
運
営
は
政
府

や
政
党
な
ど
外
部
か
ら
の
政

治
的
・
社
会
的
な
干
渉
を
受

け
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
２　

協
同
組
合
と
政
治
と

の
関
わ
り

①　

組
合
員
個
々
の
政
治

的
信
条
が
尊
重
さ
れ
る
と
同

時
に
、
協
同
組
合
が
特
定
の

政
党
や
政
治
運
動
に
従
属
す

べ
き
で
は
な
い
。
ど
ん
な
政

治
信
条
を
も
つ
人
で
あ
っ
て

も

集

い
、

と
も
に
行

動
で
き
る
、

開
か
れ
た

組
織
で
な

け
れ
ば
な

ら
な
い
。

②　

協

同
組
合
内

部
で
意
見

の
統
一
が

は
か
ら
れ

る
限
り
で

は
、

い

つ

で
も
政
治

に
対
し
て

自
由
に
発

言
し
、
自
由
に
行
動
す
べ
き

で
す
。

そ
の
３　

組
合
員
一
人
ひ
と

り
の
自
覚
と
主
体
性

外
部
と
の
連
携
・
協
力
な

し
に
は
協
同
組
合
の
発
展
は

考
え
に
く
い
現
代
で
す
が
、
そ

れ
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
協

同
組
合
の
自
主
性
を
保
ち
つ

つ
政
府
や
自
治
体
・
企
業
に

対
し
て
主
体
的
に
働
き
か
け
、

組
合
員
自
身
の
手
で
、
そ
れ
ら

運営原則
まいの中に、公正な供給を保障する計量器も。

▲ロッチデールの協同組合の定款の一部。今日の運営原則にも生か
せる提起が見受けられます。（禁酒ホテルは筆者にピッタリかも！？）
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協同組合
その

の
力
を
活
用
し
て
い
く
―
最

終
的
に
そ
れ
を
支
え
る
条
件

は
組
合
員
一
人
ひ
と
り
の
主

体
性
と
協
同
組
合
へ
の
積
極

的
な
参
画
の
確
保
で
す
。

第
５
原
則　

　

教
育
、
研
修
お
よ

　

び
広
報

そ
の
１　

と
も
に
学
び
あ
う

組
合
員
が
協
同
活
動
の
必

要
性
や
参
画
の
大
切
さ
を
忘

れ
て
し
ま
う
と
、
協
同
組
合

は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
教
育
・

研
修
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
日

常
活
動
を
通
し
て
協
同
の
必

要
性
や
あ
り
方
を
学
ん
で
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
２　

若
者
と
オ
ピ
ニ
オ
ン

リ
ー
ダ
ー
へ
の
発
信
を

未
参
加
の
人
た
ち
に
協
同

の
魅
力
を
伝
え
協
同
の
輪
を

広
げ
て
い
く
―
そ
の
た
め
に

も
若
者
・
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー

ダ
ー
層
へ
の
広
報
活
動
が
重

要
で
す
。

第
６
原
則　

　

協
同
組
合
の
協
同

そ
の
１　

弱
み
を
強
み
に

単
独
の
協
同
組
合
で
は
事

業
が
制
約
さ
れ
が
ち
で
す
。

こ
れ
を
助
け
る
た
め
に
は
、

地
域
や
分
野
を
超
え
た
協
同

組
合
と
の
協
力
・
共
同
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
購
買
生
協
と

生
産
者
の
協
同
組
合
と
の
産

直
事
業
な
ど
は
、
そ
の
最
た

る
も
の
で
し
ょ
う
。

そ
の
２　

事
業
と
運
動
の
両
面
で

産
直
等
の
事
業
の
協
同
に

と
ど
ま
ら
ず
、
府
県
で
の
協
同

組
合
（
連
合
会
）
間
協
同
の
学

習
や
運
動
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

第
７
原
則

　

地コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

域
社
会
へ
の
関
与

そ
の
１　

地
域
社
会
に
根
付
く　

　

例
え
ば
、
豊
か
な
自
然
環
境

は
、
地
域
で
暮
ら
す
人
た
ち
の

暮
ら
し
や
仕
事
の
前
提
と
な

る
も
の
で
あ
り
、
環
境
保
全
も

地
域
社
会
の
持
続
可
能
な
発

展
に
重
要
な
一
部
で
す
。

そ
の
２　

地
域
社
会
づ
く
り
に

ど
の
く
ら
い
深
く
、
ど
の

よ
う
な
形
で
貢
献
す
る
か

は
、
組
合
員
自
身
が
決
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
域
社
会
に
根
差
し
た
協

同
組
合
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
一

般
企
業
に
も
増
し
て
持
続
可

能
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
積

極
的
に
貢
献
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

２０２５国際協同組合年の活動目標

①協同組合に対する理解を促し、 認知度を高めます

・協同組合が地域社会の課題解決や持続可能な開発目

標（SDG ｓ）への貢献など公益的役割を果たしてい

ることを発信します。

・活動を通じて、協同組合をめぐる諸制度の整備に向

けた機運醸成を目指します。

②協同組合の事業 ・ 活動 ・ 組織の充実を通じて SDG ｓ達

成に貢献します

・事業活動を通じて SDG ｓ達成にいっそう貢献し、

協同組合の理解者・共感者、そして組合員を増やしま

す。

③地域課題解決のため協同組合関連やさまざまな組織と

の連携を進めます

・複雑化・深刻化する地域課題の解決に向けて、協同

組合同士やさまざまな組織と連携して取り組みを進め

ます。

④国際機関や海外の協同組合とのつながりを強めます

・国連機関や国際協同組合同盟（ＩＣＡ）、世界の協同

組合と連携し活動します。

・世界の協同組合から学ぶとともに、日本の協同組合

の取り組みを発信します。

▲ロッチデールの記念館。創立時の工場街のたたず
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とりもどすために

新井康友
⑫介護難民を生まないために

厚
生
労
働
省
の
試
算
で

は
、
２
０
４
０
年
ま
で
に
約

２
５
０
万
人
の
介
護
職
員
が

追
加
で
必
要
と
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
だ
け
の
介
護
職
員

数
を
補
う
た
め
の
人
材
確
保

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
現
状
で
は
、

介
護
職
員
は
増
え
る
ど
こ
ろ

か
離
職
超
過
、
つ
ま
り
介
護

業
界
に
入
る
人
よ
り
も
、
介

護
業
界
を
去
る
人
の
方
が
多

い
と
い
う
状
況
で
す
。

創
設
後
初
、
荷
い
手
減
少

厚
生
労
働
省
が
２
０
２
４

年
12
月
25
日
に
公
表
し
た

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
施
設
・
事

業
所
調
査
」
の
結
果
に
よ
る

と
、
２
０
２
３
年
10
月
１

日
時
点
の
各
サ
ー
ビ
ス
の
介

護
職
員
数
は
２
１
２
．
６
万

人
で
、
２
０
２
２
年
度
と
比

べ
て
２
．
８
万
人
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
。
介
護
保
険
制

度
の
創
設
以
降
初
め
て
、
介

護
職
員
数
が
減
少
に
転
じ
ま

し
た
。
厚
生
労
働
省
は
介
護

職
員
数
減
少
の
要
因
に
つ
い

て
、
生
産
年
齢
人
口
が
減
る

な
か
多
く
の
分
野
で
人
手
不

足
が
顕
在
化
し
て
い
る
こ

と
、
賃
上
げ
が
進
む
他
産
業

と
の
人
材
獲
得
競
争
が
激
化

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ

ま
し
た
。
つ
ま
り
、
介
護
職

員
の
賃
金
が
他
産
業
と
比
べ

て
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
こ
と
が
問
題
で
す
。

処
遇
改
善
待
っ
た
な
し

介
護
職
員
が
加
入
し
て

い

る

労

働

組

合
「U

A

ゼ

ン
セ
ン
日
本
介
護
ク
ラ
フ

ト

ユ

ニ

オ

ン

」

に

よ

る

と
、
介
護
職
員
の
平
均
年

収
（

２

０

２

２

年

）

は

３
９
２
万
４
０
０
０
円
で
、

前
年
よ
り
11
万
６
０
０
０
円

増
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
全

産
業
の
平
均
年
収
と
の
格

差
は
１
０
４
万
１
７
０
０

円

で
、

１

ヵ

月

あ

た

り

８
万
６
８
０
８
円
の
差
は
依

然
と
し
て
大
き
い
で
す
。

政
府
は
２
０
２
４
年
度
の

補
正
予
算
案
で
、
介
護
職
員

の
処
遇
改
善
を
目
的
と
し
た

一
時
金
と
し
て
、
常
勤
１
人

あ
た
り
約
５
．
４
万
円
を
支

給
す
る
方
針
を
発
表
し
ま
し

た
。
一
時
金
で
す
の
で
、
毎

月
約
５
．
４
万
円
が
支
給
さ

れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。政

治
の
力
で
人
材
対
策
を

介
護
福
祉
士
養
成
施
設
の

２
０
２
４
年
度
入
学
者
数
は

７
３
８
６
人
、
定
員
充
足
率

は
５
２
．
５
％
で
し
た
。
養

成
施
設
数
、
入
学
定
員
数
と

も
に
２
０
０
８
年
度
以
降
で

最
低
を
記
録
し
ま
し
た
。
ま

た
入
学
者
数
の
う
ち
外
国

人
留
学
生
の
割
合
は
４
８
．

６
％
と
ほ
ぼ
５
割
に
達
し
、

そ
の
一
方
で
日
本
人
入
学
者

は
割
合
・
人
数
と
も
に
最
少

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は

今
後
、
介
護
現
場
の
人
材
不

足
が
加
速
し
、
必
要
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い

介
護
難
民
が
出
現
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
政
府
に
は
、

抜
本
的
な
介
護
人
材
確
保
対

策
を
検
討
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

保険のことならなんでもご相談下さい！

（有）関西総合保険事務所京滋店

〒604-8222　中京区四条通室町西入上る
観音堂町４６６　みやこビル２階

TEL(075）222-2267　FAX(075)708-2380

蒲池英昭担当
携帯(090)1242-1844 かまち　ひであき

 　　   ～エイコンズ予定～

「やさしい英語で楽しく話そう」
「英語の歌を歌おう♪」
「唱歌を歌おう」
「初級ギター・教室」随時募集中

問い合わせ：(075)493-2983
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介護支援センター
紫野きらく庵

必要な人が介護保険サービスを受けられるように、

一緒に考えてケアプラン（サービス計画書）を作り

ます。地域の人と住み慣れた家で生活できるように

暮らし丸ごと支援します。

終活サポート

気づいた時が始めどき！月２回の相談会とエン

ディングノート作成支援は、無料でご利用頂けま

す。有料サービスや標準料金のパンフレットもあ

りますのでお気軽にお問合せ下さい。

　　　　

本田清美笑いのひみつ

2 月の事業所だより

　デイサービスに到着すると、「寒い、寒いな

～」の挨拶から一日が始まります。手洗いをし

て、席に着くと膝掛けや手作りカイロを温めて

渡します。ある日、「カイロ」と言うつもりが、

「あんか」と言いそうになり、頭の中で違う、

違うと考えながらもなぜか、「あんかけ」いり

ませんか？と言った瞬間、大爆笑。すると、「あ

んかけ一つ下さい。体あったまるわ～」と利用

者さんに言われ、「はっと気付き自分も大笑い。

寒さが吹っ飛んでしまいました。「朝からよう

笑わせてもらったわ」と、いい笑顔が見られま

した。

　笑いは、健康的効果をもたらすと言われて

います。笑うことで、血流量が増え整え脳を活

性化。また、脳がリラックスし呼吸を整えたり、

免疫力向上につながり体が元気になります。そ

して、鎮痛効果や認知予防も期待できるそうで

す。

　1 人で家にいると、笑わないし、声をだす

デイサービスセンター
きらく庵

西陣

ことも忘れてしまうとよく耳にします。

　デイサービスに来所された時は、いっぱい

笑って、喋って過ごしましょう。もちろん、私

も利用者さんと一緒に笑って過ごしたいです。

家庭的な雰囲気のデイサービスです。スタッフと
ワイワイ賑やかに過ごすもよし、趣味に没頭する
もよし、のんびり過ごすもよし。機能訓練もしっ
かりやりますよ。みんながウキウキわくわくする
楽しいデイサービスをめざしています。
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「
特
別
障
害
者
手
当
」
は

20
歳
以
上
の
重
度
の
障
害
を

持
ち
、
主
に
在
宅
で
生
活
し

て
い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
在
宅
だ
け
で
な
く
有
料

老
人
ホ
ー
ム
、
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
住
宅
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
等
の
入
居
者
も
対
象

で
す
。
し
か
し
寝
た
き
り
や

認
知
症
が
重
度
の
要
介
護
高

齢
者
の
利
用
が
少
な
い
現
状

で
す
。
城
陽
生
活
と
健
康
を

守
る
会
の
相
談
活
動
で
も
受

給
要
件
を
満
た
し
て
い
る
の

に
申
請
し
て
い
な
い
方
が
い

ま
し
た
。

そ
こ
で
、
昨
年
６
月
に
介

護
事
業
所
等
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
制
度
活
用
の

実
態
把
握
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
ほ
と
ん
ど
の
要
介

護
高
齢
者
が
受
給
し
て
い
な

い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
さ
ん
に
制

度
の
周
知
が
さ
れ
て
い
な
い

か
ら
で
し
た
。
市
と
の
話
合

い
で
、
広
報
は
高
齢
者
に
分

か
り
や
す
く
目
立
つ
大
き
な

文
字
に
す
る
こ
と
や
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
さ
ん
に
制
度
を
知

ら
せ
る
通
知
や
学
習
会
の
開

催
を
求
め
ま
し
た
。

昨
年
11
月
10
日
の
し
ん
ぶ

ん
赤
旗
日
曜
版
で
、
特
別
障

害
者
手
当
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
静
岡
県
菊
川

市
で
、
担
当
者
や
幹
部
ま
で

制
度
に
関
す
る
知
識
が
な
い

と
い
う
報
道
で
し
た
。
菊
川

市
で
は
高
齢
を
理
由
に
却

下
、
さ
ら
に
老
衰
や
認
知
症

の
高
齢
者
ま
で
支
給
す
る
と

制
度
の
乱
用
に
な
る
と
い
っ

て
理
不
尽
な
対
応
が
さ
れ
た

そ
う
で
す
。
「
共
産
党
議
員

が
厚
生
労
働
省
へ
照
会
す
る

な
ど
働
き
か
け
て
支
給
が
実

現
し
た
」
と
の
こ
と
で
す
が
、

す
で
に
当
該
高
齢
者
が
亡
く

な
っ
た
後
で
し
た
。

未
だ
に
こ
の
よ
う
な
自
治

体
が
あ
る
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。
な
お
、

「
老
衰
は
身
体
障
害
者
手

帳
が
申
請
で
き
な
い
と
」
間

違
っ
た
説
明
を
す
る
自
治
体

担
当
者
も
い
る
の
で
要
注
意

で
す
。
ち
な
み
に
「
特
別
障

害
者
手
当
」
は
身
体
障
害
者

手
帳
が
な
く
て
も
申
請
で
き

ま
す
。
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
の
で
担
当
課
に
確
認
く
だ

さ
い
。
生
活
保
護
を
受
給
し

て
い
る
方
は
収
入
認
定
さ

れ
ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ

い
。現

在
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
入
居
要
件
は
要
介

護
３
以
上
で
、
待
機
者
も

多
い
の
で
、
制
度
の
対
象

と
な
る
要
介
護
高
齢
者
は
全

国
に
大
勢
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
月
額
２
万
８
８
４
０
円

（
２
０
２
４
年
度
）
の
手
当

は
大
き
な
経
済
的
支
援
に
な

り
ま
す
。
高
齢
者
に
関
わ
る

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
さ
ん
へ
の

制
度
の
周
知
を
求
め
て
行
政

へ
働
き
か
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
住
民
同
士
の

口
コ
ミ
で
必
要
な
方
に
知
ら

せ
る
こ
と
も
重
要
と
思
い
ま

す
。
高
齢
者
生
協
組
合
員
の

皆
さ
ん
も
情
報
発
信
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

要
介
護
高
齢
者
に

「
特
別
障
害
者
手
当
」
を

～　

大
き
な
経
済
的
支
援　

～

投
稿

輝
子

病
む
夫
の
や
さ
し
一
言
妻

う
れ
し

寝
込
む
爺
幼
児
に
か
え

り
手
話
に
な
る四

紅
坊

天
災
は
忘
れ
ぬ
う
ち
に

や
っ
て
来
る

拡
散
す
チ
ベ
ッ
ト
地
震

ロ
ス
に
火
事

大
捕
物
逆
走
ト
ラ
ン
プ

暴
走
ユ
ン

古
き
友
負
け
な
か
っ
た

ぞ
ス
テ
ー
ジ
４

(

作
者
同
期
の
友
人

が
職
場
復
帰)

｢

い
い
年｣

よ
り
い
い

｢

年
寄
り｣

が
確
実
に

川
柳

城
陽
生
活
と
健
康
を

守
る
会
で
相
談
活
動
を
な

さ
っ
て
い
る
組
合
員
・
黒

岩
晴
子
さ
ん
か
ら
、
受
給

状
況
調
査
結
果
に
基
く
報

告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

黒
岩
晴
子
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手話クイズ

  ①③ ②

（解答14㌻）

◆
「
よ
ろ
し
く
」
の

　
　

手
話
は
ど
れ
で
し
ょ
う
？

右手拳を鼻先から
前へ出しながら下
ろし、小指側で左
手掌をたたく。

手首で折り曲げ
た右手拳を鼻先
で振る。

鼻先に置いた右手
拳を開きながら、
前へ出し、軽く頭
を下げる。

手話　　　  サークル
2 月の日程

2 月 7 日 （金曜日） 14 ： 00 ～本部１階ホール

指
文
字

「1」の形の指先を曲げ
る。

「数字10」

　貴方の 「軌跡」 のお手伝い

社会運動での生きざま（自分史）をＤＶＤ（映像）で後世に残します。

　　　　　　　メディアとツアーの長年の経験生かして

ムービー　軌跡　プロデューサー　富田秀信

 090-3671-4543

　 自己紹介→ブログ 「一人になった千代野ノート」

・ ・
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齢
者
生
協
と
し
て
の
ス
タ

ン
ス
を
承
認
し
ま
し
た
。

▼
▼
バ
イ
バ
イ
原
発
３
・
８
き
ょ

う
と
（
実
行
委
員
会
主
催
）

　
　

↓
チ
ラ
シ
紫
式
部
折
り

込
み
に
よ
る
宣
伝
・
お
さ

そ
い
。

▼
▼
映
画

『
医
師　

中
村
哲
の

仕
事
・
働
く
と
い
う
こ
と
』

上
映
会
と
ト
ー
ク
・
セ
ッ

シ
ョ
ン
＋
花
垣
ル
ミ
報
告

（
２
月
２２
日
と
３
月
８
日
、

労
働
者
協
同
組
合
ワ
ー
カ
ー

ズ
コ
ー
プ
セ
ン
タ
ー
事
業
団

関
西
事
業
本
部
主
催
）

→
協
力
。

▼
▼
「
戦
火
の
子
ど
も
た
ち

に
学
ん
だ
こ
と　

西
谷
文
和

講
演

・
世
界
に
広
げ
よ
う
憲

法
９
条
」
（
３
月
１５
日
ヴ
ィ

ス
タ
の
会
主
催
）

↓
協
賛
。
チ
ラ
シ
紫
式
部
折

り
込
み
に
よ
る
宣
伝
・
参
加

呼
び
か
け
。

▼
監
査
報
告

　
　

監
事
よ
り
、
上
期
監
査
結　

　

果
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

環
境
と
平
和
の
委
員
会

▼
南
相
馬
復
興
支
援
水
プ
ロ

12
月
も
18
人
の
方
か
ら
合
計

１
万
８
０
０
０
円
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
累
計

３
８
２
万
円
な
り
ま
し
た
。

理事会
委員会
だより

理事会
委員会

日
本
政
府
は
な
ぜ
い
つ
ま
で
も　

原
発
回
帰
に
力
を
入
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
‼

　

経
済
産
業
省
が
２
０
４
０
年

時
点
の
電
源
別
発
電
コ
ス
ト
の

試
算
を
出
し
て
、
太
陽
光
発
電

が
パ
ネ
ル
な
ど
の
値
下
が
り
を

反
映
し
て
最
も
安
く
、
反
対
に

原
発
は
安
全
対
策
費
用
の
上
昇

で
か
な
り
上
が
っ
て
い
る
と
し

ま
し
た
。
な
の
に
、
２
０
４
０

年
に
向
け
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
で

💢
原
発
の
「
可
能

な
限
り
依
存
度
を
低
減
す
る
」

方
針
を
消
去
し
て　

💢
原
発

は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
共

第
8
回
理
事
会
報
告

(

12
月
27
日
）

理
事
11
人
中
９
人
出
席
。

監
事
2
人
中
1
人
参
加
。

▼
報
告
事
項

　

⦿
組
織
・
経
営
状
況

　
　

（
表
参
照
）

　

⦿
総
代
当
選
者
確
定

（
１
月
号
発
表
の
と
お
り
）　

▼
承
認
事
項

　

⦿
定
年
に
関
し
て
就
業
規

　
　

約
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

⦿
職
員
紹
介
手
当
の
支
給
に

関
す
る
賃
金
規
程
が
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

　

⦿
以
下
の
催
し
に
つ
い
て
高

に
「
最
大
限
活
用
す
る
」　

ま

た
💢
新
規
の
原
発
の
「
開
発
・

設
置
に
取
り
組
む
」
と
明
記
し

た
と
い
い
ま
す
。

　

企
業
献
金
の
力
が
、
こ
ん
な

歪
を
生
み
出
し
て
い
る
と
し
か

思
え
ま
せ
ん
‼

（稲
葉
都
）

▼
環
境
平
和
の
つ
ど
い
１２
月
報
告

２5
日
、
６
人
。

⦿
忘
年
会
と
言
う
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
軽
飲
食
を
囲
ん
で
、

視
聴
覚
も
紙
の
資
料
も
な
し
で

こ
も
ご
も
１
年
を
振
り
返
り
ま

し
た
。
出
て
来
る
話
題
は
自
分

の
体
の
こ
と
、
家
族
の
介
護
の

こ
と
な
ど
後
期
を
迎
え
よ
う
と

す
る
高
齢
者
の
共
通
の
悩
み
の

オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
し
た
。

1,211人

19,285口

人数 口数

加入 0人 0口

増資 5人 19口

脱退 0人 0口

減資 0人 0口

増減 0人 19口

組織状況（2024年12月31日現在）

組合員総数

出資金残高（千円）

12月実績

1,210人

19,263口

人数 口数

加入 1人 3口

増資 3人 15口

脱退 0人 0口

減資 0人 0口

増減 1人 18口

組織状況（2024年11月30日現在）

組合員総数

出資金残高（千円）

11月実績

前年実績 本年実績 前年差異

売上合計 44,285 53,872 9,587

経費合計 50,392 57,137 6,745

事業剰余 🔼🔼6,107 🔼🔼3,265 2,842

経常剰余 🔼🔼4,890 🔼🔼2,799 2,091

　　　　　　　4～11月度累計　　　　　　　4～11月度累計　　　　　(千円）

前年実績 本年実績 前年差異

売上合計 5,222 5,483 261

経費合計 6,480 5,968 🔼🔼512

事業剰余 🔼🔼1,258 🔼🔼485 773

経常剰余 🔼🔼1,162 🔼🔼439 723

　　　　   　11　　　　   　11月度経営状況　　　　　(千円）環
境
と
平
和
の
委
員
会

本
誌
に
つ
い
て
、
ま
た

高
齢
者
生
協
く
ら
し
コ
ー

プ
に
つ
い
て
ご
意
見
を
お

寄
せ
下
さ
い
。
（
郵
便
代

が
高
く
な
り
ま
し
た
💢

メ
ー
ル
や
フ
ァ
ッ
ク
ス

の
ご
活
用
を
お
す
す
め
し

ま
す
）
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サロン
サークル
だより

ほ
っ
こ
り
サ
ロ
ン

西
賀
茂
大
宮

▼
▼
１２
月
の
報
告

１２
月
は
サ
ロ
ン
は
お
休
み
を

頂
い
て
、
１
年
の
振
り
か
え
り

と
新
し
い
年
の
企
画
な
ど
話
し

合
い
ま
し
た
。

▼
▼
2
月
の
予
定

歌
声
三
昧

２
月
２2
日
（
土
）
10
時
か
ら

会
場
：
北
区
西
賀
茂
・
水
野
宅

交
通
：
市
バ
ス
西
賀
茂
車
庫
前

９
時
２８
分
発
の
特
３７
系
統
で
柊

野
グ
ラ
ウ
ン
ド
前
下
車
が
便
利
。

お
問
い
合
わ
せ
は
水
口
へ

℡

０
７
５
・
４
９
２
・
７
２
６
４

参
加
費
５
０
０
円
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

▼
12
月
の
報
告

13
日
13
人

　

ゴ
ル
フ
日
和
で
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
が
た
く
さ
ん
出
て
、
景
品

が
足
り
な
く
な
る
程
で
し
た
。　

27
日
は
中
止
に
な
り
ま
し

た
。

（
水
口
武
夫
）

▼
▼
2
月
の
予
定
14
日
と
28
日

場
所
は
引
き
続
き
滋
賀
方
面

で
す
。手

話
サ
ー
ク
ル

▼
▼
2
月
の
予
定

７
日(

金)

１4
時
～
本
部
ホ
ー
ル

読
書
サ
ー
ク
ル

▼
社
会
問
題
読
書
会
１
月
報
告

ジ

ョ
ー

ジ
・
オ

ー

ウ

ェ
ル

『１
９
８
４

（
年
）
』
第
２
回

８
日
、
４
人
。

　

「
４
月
の
よ
く
晴
れ
た
、
寒

い
日
だ
っ
た
―
」
の
冒
頭
か
ら

第
一
部
の
第
一
章
を
音
読
し
ま

し
た
（
こ
の
ペ
ー
ス
で
い
く
と

読
破
ま
で
２
年
か
か
る
計
算
）
。

病
む
主
人
公
に
増
し
て
病
む
こ

の
国
、
こ
の
世
界
。

１
９
４
９
年
刊
行
、
１
９
８
４

年
を
も
の
の
見
事
に
予
見
。

　

先
が
思
い
や
ら
れ
ま
す
。

▼
▼
社
会
問
題
読
書
会
2
月
予
定

ジ

ョ
ー

ジ
・
オ

ー

ウ

ェ
ル

『
１
９
８
４

（
年
）』
（
角
川
文

庫
第
３
回

・
早
川
文
庫
）

　

５
日

（
水
）
１
時
半
～
、
本

部
ホ
ー
ル

▼
名
作
を
読
む
会
12
月
報
告

サ
ン
・
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ

『
星
の

王
子
さ
ま
』
第
１
回

１８
日
４
人
。

私
た
ち
四
人
、
子
ど
も
だ
っ

た
こ
ろ
に
か
え
っ
て
、
楽
し
く

読
め
る
か
。

サ
ハ
ラ
砂
漠
で
、
ぼ
く
の
飛

行
機
が
パ
ン
ク
し
不
時
着
、
星

の
王
子
さ
ま
と
出
合
い
ま
す
。

他
の
星
か
ら
や
っ
て
き
た
王
子

さ
ま
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と
の

ひ
と
つ
に
（
け
ん
の
ん

3

3

3

3

な
）
バ

オ
バ
ブ
の
木
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
バ
オ
バ
ブ
の
木
（
バ
ラ

科
）
が
京
都
府
立
植
物
園
・
温

室
に
あ
り
ま
す
、
け
ん
の
ん
か

ど
う
か
、
花
が
咲
い
た
ら
（
五
、

六
月
頃
）
見
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

「
涙
の
国
」
っ
て
…
、
王
子

さ
ま
も
花
も
泣
き
虫
だ
か
ら
？

（
大
牟
田
）

▼
▼
名
作
を
読
む
会
2
月
予
定

サ
ン
・
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ

『
星
の
王

子
さ
ま
』
（岩
波
書
店
版
他
）

第
３
回

2
月
19
日

（
水
）
１
時
半
～

本
部
ホ
ー
ル

★
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て

　

社
会
問
題
・
名
作
と
も
訳
・

版
元
を
問
い
ま
せ
ん
。
各
自
持

ち
込
み
で
す
が
、
調
達
で
き
な

い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
→

０
９
０
・
７
７
６
２
・
３
８
０
６

映
画
サ
ー
ク
ル

▼
▼
『せ
か
い
の
お
き
く
』

2
月
９
日

（
日
）
①
１０
時
半
～

②
１
時
半
～
③
６
時
５０
分
～

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
（
左
京
区
）

　

江
戸
末
期
、
厳
し
い
現
実
に

く
じ
け
そ
う
に
な
り
な
が
ら
も

心
を
通
わ
せ
る
こ
と
を
諦
め
な

い
若
者
た
ち
の
姿
を
、
墨
絵
の

よ
う
に
モ
ノ
ク
ロ
映
像
で
描
き

出
す
。
武
家
育
ち
で
あ
る
22
歳

の
お
き
く
は
、
寺
子
屋
で
読
み

書
き
を
教
え
な
が
ら
、
父
と
貧

乏
長
屋
に
暮
ら
し
て
い
た
。
あ

る
日
、
厠
の
ひ
さ
し
の
下
で
雨

宿
り
を
し
て
い
た
紙
屑
拾
い
の

中
次
と
下
肥
買
い
の
矢
亮
と
出

会
う
。
つ
ら
い
人
生
を
懸
命
に

生
き
る
3
人
、
お
き
く
は
あ
る

事
件
に
巻
き
込
ま
れ
、
喉
を
切

ら
れ
て
声
を
失
っ
て
し
ま
う
。

２
０
２
３
年
製
作
／
89
分
／
日
本

ほ
っ
こ
り
サ
ロ
ン

西
賀
茂
大
宮

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

手
話
サ
ー
ク
ル

読
書
サ
ー
ク
ル

映
画
サ
ー
ク
ル
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ヒ
ト
の
発
生
は
７
０
０
万

年
前
の
ア
フ
リ
カ
大
陸
で
し

た
。
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人

の
時
代
で
、
お
墓
も
造
る
ヒ

ト
に
ま
で
進
化
し
、
ア
フ
リ

カ
を
出
て
、
欧
州
に
広
が
り
、

シ
ベ
リ
ア
で
暮
ら

し
て
い
る
う
ち
に

ア
ジ
ア
人
と
な
り

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
東
へ
。

ベ
ー
リ
ン
グ
海
峡

は
消
え
て
い
て
陸

続
き
。
ア
ラ
ス
カ

へ
は
歩
い
て
渡
れ

て
、
早
や
北
ア
メ

リ
カ
の
「
イ
ン
デ
ア
ン
」
。

ロ
ッ
キ
ー
山
脈
沿
い
に
南
の

果
て
の
チ
リ
・
マ
ゼ
ラ
ン
ま

で
、
ヒ
ト
は
足
跡
を
延
し
ま

す
。
こ
う
し
て
北
ア
メ
リ
カ

大
陸
で
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
抜

け
出
し
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
人

た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
、
一

国
を
創
り
ま
し
た
。
独
立
宣

言
は
一
七
七
六
年
。
国
の
歴

史
は
古
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

光
彩
を
放
っ
た
の
は
リ
ン

カ
ー
ン
大
統
領
（
１
８
０
９

―
１
８
６
５
）
の
こ
の
宣

言
。
『
民
衆
の
、
民
衆
に
よ

る
、
民
衆
の
た
め

の
政
治
』
。
そ
し
て

暗
殺
死
！
今
話
題

は
、
民
衆
の
声
に

推
さ
れ
て
再
登
場

と
い
う
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
。
こ
れ
っ

て
本
当
に
、
「
民
主

主
義
の
成
果
」
な

の
で
し
ょ
う
か
。

　

４
年
前
。
彼
が
落
選
し
て
、

そ
の
席
か
ら
去
る
時
、
「
投

票
箱
が
盗
ま
れ
た
！
」
と
騒

い
だ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
そ

の
煽
動
を
受
け
た
支
持
者
た

ち
の
議
事
堂
へ
の
な
だ
れ
込

み
。
こ
の
一
件
は
既
に
「
な

か
っ
た
こ
と
」
に
な
っ
て
い

ま
す
が
。�

（
荒
）

ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
は
…
。

清少納言
百三十四の段

２０２５　国際協同組合年キックオフイベント

オンライン参加のご案内
（共催：2025　国際協同組合年全国実行委員会・国際協同組合同盟アジア太平洋地

域（ＩＣＡ－ＡＰ）・国際労働機関（ＩＬＯ）駐日事務所）

2025　国際協同組合年（ＩＹＣ 2025）のスタートを日本全国の協同組合関

係者がアジア太平洋地域の協同組合の仲間と祝うとともに、「2025　国際協同組

合年をどのように捉え、進めるか」について深め合い、共有し、活動方針を確認す

るキックオフイベントを開催します。

　どなたでもご参加いただけます。

日時 ： ２０２５年２月１９日 （水） 13 ： 00 ～ 16 ： 00
会場：国連大学ウ・タント国際会議場（東京・青山）

　1.　参加形態 ： Ｚｏｏｍによるオンライン配信

　2.　申込方法
　　こちらのフォームからお申込みください。

　　https://ws.formzu.net/fgen/S90394913/

　　　＊２月１４日（金）までにお申し込みください。

　　　＊２月１８日 ( 火 ) までのＺｏｏｍのＵＲＬ、資料等を

　　　　いただいたメールアドレスにお送りします。
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原
発
を
止
め
た
裁
判
官
・

樋
口
さ
ん
は
２
０
１
４
年
福

井
地
方
裁
判
所
で
大
飯
原
発

運
転
差
し
止
め
の
判
決
を
出

し
、
以
後
名
古
屋
家
裁
を
経

て
２
０
１
７
年
定
年
退
官
さ

れ
２
０
２
３
年
、
本
書
を
出

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
本
の
「
初
め
に
」
で
、

２
０
２
２
福
島
原
発
事
故
住

民
側
国
家
賠
償
請
求
を
認
め

な
か
っ
た
最
高
裁
長
官
が
退

官
直
後
、
東
京
電
力
と
深
い

関
係
の
あ
る
弁
護
士
事
務
所

に
入
所
し
た
こ
と
を
聞
き
、

「
最
高
裁
は
こ
こ
ま
で
堕
ち

て
し
ま
っ
た
！
」
と
書
い
て

い
ま
す
。

ま
た
「
あ
と
が
き
」
で
、〈
今

回
の
広
島
高
裁
の
判
決
は
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
無
視
す

る
極
め
て
不
当
な
内
容
で
、

多
く
の
裁
判
官
の
、「
ど
う
せ

国
民
に
は
判
決
の
内
容
は
理

解
で
き
な
い
だ
ろ
う
」
と
の

思
い
が
見
え
る
。
そ
れ
に
た

い
し
て
私
た
ち
に
「
国
民
を

見
く
び
る
な
‼
」
と
声
を
上

げ
続
け
、
本
分
を
忘
れ
て
し

ま
っ
た
裁
判
官
を
初
心
に
立

ち
戻
ら
せ
る
力
に
な
っ
て
ほ

し
い
。〉
と
述
べ
て
い
ま
す
。

多
く
の
人
々
に
こ
の
本
を

読
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。

（
稲
葉
都
）

『
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で

も　

原
発
は
大
丈
夫　

と
言

う
人
々
』

読
書

樋
口
英
明
著　
　
　
　
　
　
　
　
　

風
光
明
媚
し
ぶ
き
氷

今月の作者　福村賢二さん ( 北区）

　

雫
一
滴(

し
ず
く
い
っ
て

き)

氏
の
お
話
が
続
き
ま
す
。　

　

地
球
の
水
が
、
か
ん
ら
ん
岩

と
い
う
石
の
中
に
潜
ん
で
居
た

と
は
驚
き
ま
し
た
。　

　

そ
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源

「
熱
」
に
な
る
力
の
元
は
、
太

陽
か
ら
毎
日
欠
か
さ
ず
届
け
て

く
れ
る
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
も

安
心
で
す
。

次
に
欲
し
い
の
は
、
命
の
元

を
包
ん
で
く
れ
る
袋
の
皮
で
す
。

そ
れ
は
「
た
ん
ぱ
く
質
」
と
い

う
名
前
を
持
っ
て
居
る
物
質
で

す
。
こ
れ
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ

う
。
は
い
、
そ
こ
も
安
心
し
て

下
さ
い
。
地
球
と
い
う
星
は
そ

れ
も
キ
ッ
チ
リ
用
意
す
る
こ
と

を
ワ
ス
レ
テ
は
い
ま
せ
ん
で
し

た
。 

[

企
画
広
告]

荒
木
昭
夫
の
語
り
物

み
ど
り
・
ミ
ト
ク
ン
・
ミ
ー

も

ち
ゃ
ん
15

海
は
宝
物
。
命
を
育
て
て
く
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私のレシピ　　　　　　　　　　　

鶏みそ大根（ふろふき大根）

佐竹輝子

（北区鷹ケ峯）

【材料　４人分】

大根 2/3 本　昆布 １５㎝　塩 少々

・鶏みそ

みそ 大さじ 4　酒 大さじ 2　みりん 大さじ 2　水 カップ 1/2　鶏ミンチ肉 １００ｇ　

あれば粉山椒または柚子七味唐辛子粉　適宜

①大根は皮をむいて２～３㎝の輪切りにする

②土鍋に昆布を敷いて大根をのせ、たっぷりの水とひとつまみの塩を入れて、やわらかく煮る

③鶏みそを作る　鍋にみそ、酒、みりんを入れ、水を少し加えてよく混ぜる

④③を火にかけて木しゃもじで混ぜながらしっかり火を通す

⑤器に大根を盛って鶏みそをかけ、あれば粉山椒などをふる

⦿赤みそを混ぜると、よりおいしくなります。

⦿鶏みそを温かいご飯にのせて食べてもおいしいです。

新
し
い
年
を
迎
え
、
新
し

い
総
代
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し

た
。早

速
で
す
が
以
下
の
日
程
・

会
場
で
総
代
懇
談
会
を
開
き

ま
す
。

「
私
か
ら
事
例
報
告
を
行
い

ま
す
。

相
続
登
記
に
つ
い
て
―
子

ど
も
が
い
な
い
夫
婦
の
相
続

に
つ
い
て
―
犯
罪
と
し
て
扱

わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
…
そ
の

他
」（
専
務
理
事
・
奥
谷
和
隆
）

⦿
総
代
の
皆
さ
ん
に
は
確
認

用
紙
を
お
送
り
し
て
い
ま

す
。

⦿
運
営
等
に
関
し
て
、
そ
の

他
諸
々
で
意
見
を
お
持
ち
寄

り
下
さ
い
。

⦿
お
問
合
せ
は

☎
０
７
５
・
４
３
２
・
３
６
３
６
へ

総
代
懇
談
会
の

お
知
ら
せ

① ２月１２日 ( 水 )　１３時３０分～１５時　くらしコープ本部　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1 階ホール

② ２月２5 日 ( 火 )　１３時３０分～１５時　　ことらいふ東寺　　
　　　　　　南区猪熊通九条下る（ 西九条東比永城町１５－１）　　　
　　                                            比永城公園の南歩１分

③ ３月３日 ( 月 )　　１３時３０分～１５時　ことらいふ嵯峨野　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右京区太秦中筋町１－２　　　　
　　　（ 市バス太秦北路町下車２分。 ファミリーマート南向い）
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 昭和百年 ╮
雪
に
輝
く

其の六　昭和あまり

　

私
が
小
学
校
三
年
生
、
昭
和

十
二
、
三
年
頃
の
節
分
の
日
の

思
い
出
を
綴
り
ま
す
。
我
が
家

の
男
兄
弟
三
人
（
長
男
、
次
男
、

三
男
）
―
生
涯
三
人
揃
っ
て
の

外
出
は
こ
の
時
だ
け
の
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

其
の
日
は
大
雪
で
し
た
。
我

が
家
か
ら
伏
見
稲
荷
大
社
ま

で
、
約
四
粁
の
道
程
で
す
が
当

時
は
日
常
的
に
歩
く
距
離
で
し

た
。
雪
道
を
、
し
ゃ
べ
り
乍
ら

昼
近
く
、
お
稲
荷
さ
ん
の
手

前
迄
来
た
時
、
「
雪
の
中
に
輝

く
光
」
が
目
に
入
り
、
三
人
が

の
ぞ
き
込
ん
で
顔
を
見
合
わ
せ

ま
し
た
。
な
ん
と
五
十
円
銀
貨

だ
っ
た
の
で
す
。
そ
う
っ
と
拾

い
あ
げ
て
、
ど
っ
し
り
と
し
た

重
み
を
手
の
平
に
感
じ
ま
し

た
。

　

「
さ
あ
て
、
ど
う
し
よ
う
か
」

と
三
人
は
思
案
し
ま
し
た
。「
そ

う
だ
！
こ
れ
か
ら
お
参
り
す
る

お
稲
荷
さ
ん
の
お
賽
銭
に
」、

「
警
察
に
届
け
る
よ
り
ご
利
益

に
な
り
そ
う
」
と
言
う
こ
と
で
、

お
稲
荷
さ
ん
の
社
の
大
き
な
鈴

を
三
人
で
鳴
ら
し
て
、
ガ
ッ
チ

リ
と
賽
銭
箱
に
入
れ
て
晴
々
と

し
た
節
分
の
日
を
過
し
た
こ
と

を
思
い
だ
し
ま
す
。

　

今
か
ら
八
十
二
、
三
年
前
の
、

ま
だ
庶
民
の
子
ど
も
た
ち
に
は

「
平
和
」
だ
っ
た
時
代
の
昔
話

で
す
。

　
昔
話

コープ
物件情報　
第 15 号！

★ 土地　公簿 59.5 ㎡ （私道面積 9.75 ㎡含む）
★ 建物 １Ｆ 24.26 ㎡　2F 30.96 ㎡
★ 築年月　平成１５年 1 月
★ 上水道 ・ 下水道 ・ 給湯
★ 接道方向等　有　私道に 3.9 ｍ接面　
　　　　　　　　　　 

　　

　　お問い合わせ先
　　くらしコープ不動産部
　　ＴＥＬ 075 ・ 432 ・ 3636

南向き　中古一戸建１６００万円
北区鷹峯

—築２２年 丁寧にお住まいです—
☆オール電化☆天井収納庫あり

　☆ 市バス土天井町バス停より徒歩４分　
　☆ 京都市北区鷹峯旧土居町 1-53　

（ （後寶三郎改め 
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教室作品

◆
編
集
室
の
窓
◆

２
～
３
㌻
を
執
筆
す
る
に
当

り
、
筆
者
が
加
入
し
て
い
る
協

同
組
合
を
数
え
て
み
ま
し
た
。

京
都
高
齢
者
生
活
協
同
組
合
く

ら
し
コ
ー
プ
・
京
都
生
協
・
Ｊ

Ａ
京
都
市
・
京
都
医
療
生
協
・

近
畿
ろ
う
き
ん
・
全
労
済
。
結

構
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
も
の
で
す
ね
。
学
生
時
代

を
含
め
る
と
、
か
か
わ
り
方
も

役
員
、
職
員
、
総
代
…
と
様
々

で
す
▼
も
う
４５
年
も
前
、
生
協

も
高
度
成
長
期
で
１
／
３
補
助

の
職
員
研
修
は
大
人
の
修
学
旅

行
で
コ
ー
プ
版
お
伊
勢
ま
い
り

「
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
５
ヵ
国　

生

協
視
察
」
。
近
代
生
協
の
原
点

京都高齢者生活協同組合くらしコープ
〒 603-8232　京都市北区紫野東野町 1-5

　TEL　075(432)3636　 FAX075(451)6350

🌐https://kyotoelder.coop/

  ✉ honbu@kyotoelder.coop

  郵便振替　00910-2-234479

　2025 年 2 月 1 日発行

メールアドレス   kyoto.kc16@adagio.ocn.ne.jp

2 月 25 日 （火）
9 ： 00 ～

　　本部ホール

紫式部丁合、 発送作業

短時間でもいいのでご協力お願いします。
※紫式部を配達してくださる方も募集中！

【
手
話
ク
イ
ズ
回
答
】

正
解
は
②
番
で
す
。

①
予
定　

②
よ
ろ
し
く　

③
成
功

と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
イ
ギ

リ
ス
の
工
業
都
市
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
近
郊
の
労
働
者
住
宅
街
に

ロ
ッ
チ
デ
ー
ル
公
正
開
拓
者
協

同
組
合
を
訪
問
し
た
時
の
感
慨

は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
（
本
誌

１
～
３
㌻
の
写
真
は
、
そ
の

際
ご
一
緒
し
た
増
田
二
三
夫

さ
ん
が
撮
っ
た
も
の
で
す
）
。

１
８
４
４
年
発
足
時
の
第
１
号

店
舗
は
、
そ
の
時
の
た
た
ず
ま

い
の
ま
ま
記
念
館
と
な
り
、
経

営
は
今
も
続
い
て
近
く
に
日
本

の
大
手
ス
ー
パ
ー
並
の
店
舗
を

構
え
て
い
ま
し
た
▼
２
０
０
年

近
く
続
く
生
協
の
歴
史
に
学
ぶ

こ
と
は
今
日
で
も
大
切
に
し
た

い
と
改
め
て
思
う
今
年
の
協
同

組
合
年
で
す
。

（
赤
染
益
輝
）
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と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
イ
ギ

リ
ス
の
工
業
都
市
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
近
郊
の
労
働
者
住
宅
街
に

ロ
ッ
チ
デ
ー
ル
公
正
開
拓
者
協

同
組
合
を
訪
問
し
た
時
の
感
慨

は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
（
本
誌

１
～
３
㌻
の
写
真
は
、
そ
の

際
ご
一
緒
し
た
増
田
二
三
夫

さ
ん
が
撮
っ
た
も
の
で
す
）
。

１
８
４
４
年
発
足
時
の
第
１
号

店
舗
は
、
そ
の
時
の
た
た
ず
ま

い
の
ま
ま
記
念
館
と
な
り
、
経

営
は
今
も
続
い
て
近
く
に
日
本

の
大
手
ス
ー
パ
ー
並
の
店
舗
を

構
え
て
い
ま
し
た
▼
２
０
０
年

近
く
続
く
生
協
の
歴
史
に
学
ぶ

こ
と
は
今
日
で
も
大
切
に
し
た

い
と
改
め
て
思
う
今
年
の
協
同

組
合
年
で
す
。

（
赤
染
益
輝
）

◇
皇
后
杯
女
子
駅
伝
大
会
の

選
手
達
が
、
沿
道
の
声
援
を

受
け
、
カ
ラ
フ
ル
な
ウ
ェ
ア

で
北
大
路
堀
川
交
差
点
を
駆

け
抜
け
る
。
そ
の
近
く
に
は
、

C
a
fe

 T
A

M
A

R
IB

A
(

タ
マ

リ
バ)

が
あ
る
。
お
店
の
奥

の
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
で
様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
の
集
ま
り
が
日

ご
と
開
か
れ
る
。
こ
こ
は
、

不
動
産
会
社
フ
ラ
ッ
ト
エ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー
様
が
運
営
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
ら
し
コ
ー

プ
も
居
住
支
援
事
業
の
一
つ

と
し
て
、
第
４
回
住
宅
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

を(

株)
フ
ラ
ッ
ト
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
様
、(
有)

京
都
く
ら

し
支
援
セ
ン
タ
ー
様
と
連
携

を
し
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
を

タ
マ
リ
バ
で
重
ね
て
き
ま
し

た
。
今
回
も
京
都
府
居
住
支

援
協
議
会
の
協
力
も
得
て
主

催
し
て
お
り
ま
す
。

◇
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
に
向

け
、
高
齢
社
会
や
住
宅
問
題

に
関
心
を
寄
せ
る
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
数
名
募
り
、
開

催
課
題
の
共
有
か
ら
始
め
、

チ
ラ
シ
作
成
、
配
布
。
学
生

に
も
地
元
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
舞
台

に
宣
伝
出
演
を
願
い
、
そ
し

て
、
当
日
運
営
等
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
日
本
の

急
速
な
高

齢
社
会
化

は
先
進
国

で
類
が
見

ら
れ
な
い

中
、
団
塊

の
世
代
と

と
も
に
長

寿
大
国
に

向
か
っ
て

い
ま
す
。

　

日
本
で
は
「
人
生
１
０
０

年
時
代
」
と
謳
わ
れ
、
長
寿

を
讃
美
さ
れ
つ
つ
も
自
助
努

力
を
強
い
ら
れ
る
社
会
。
た

と
え
ば
、
「
１
０
３
万
円
の

壁
」
問
題
に
内
在
す
る
社
会

保
障
の
制
度
の
不
十
分
さ
、

低
所
得
者
に
著
し
く
不
平
等

な
消
費
税
制
度
。
多
様
な
価

値
観
が
生
ま
れ
る
中
で
い
わ

ゆ
る
「
無
縁
社
会
」
が
顕
在

化
。
家
族
や
生
活
の
在
り
方

が
大
き
な
変
換
点
を
迎
え
て

い
ま
す
。
ひ
と
、
制
度
等
が

現
代
社
会
に
適
合
で
き
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
事
を
皆
さ

ん
も
お
感
じ
で
し
ょ
う
。
疾

走
す
る
選
手
に
は
ル
ー
ト
と

ゴ
ー
ル
が
あ
る
。
し
か
し
住

ま
い
の
相
談
者
に
は
、
や
っ

と
見
つ
け
た
ル
ー
ト
で
さ

え
、
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
残
さ

れ
て
い
る
事
を
傍
観
出
来
な

い
で
し
ょ
う
。

◇
韓
国
も
人
口
統
計
上
、
も

う
す
ぐ
日
本
を
上
回
る
世
界

一
の
超
高
齢
社
会
を
迎
え

る
事
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。
世
界
が
経
験
し
た
こ
と

が
な
い
急
変
に
先
駆
け
て
対

応
を
迫
ら
れ
て
い
る
日
本
を

モ
デ
ル
と
し
て
、
未
経
験
の

課
題
や
対
応
策
の
方
向
性
を

探
る
べ
く
、
日
韓
比
較
の
視

点
か
ら
の
立
命
館
大
学
（
研

究
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
）
の

研
究
調
査
依
頼
が
あ
り
、
そ

の
対
応
も
微
力
な
が
ら
関
わ

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

生活支援・居住支援事業
専門電話

075 （205） 5512

（月曜日～金曜日 １０時～１７時）

      担当：江尻茂朗   
                   余根田 保

暮
ら
し
と
住
ま
い
の
お
困
り
事
、

　
　
　
　
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

住
ま
い
を
提
供
し
て
頂
け
る
方
、

　
　
　
　
　

ご
連
絡
下
さ
い
！

      担当：江尻茂朗   
                   余根田 保

NPO法人

くらしコープ
だより

居
住
支
援
事
業

　

「住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
」　

　

１
月
１２
日

（日
）
開
催
の
別
舞
台
編
！

間
接
的
に
、
社
会
制
度
の
制

度
設
計
の
礎
の
研
究
資
料
づ

く
り
の
可
能
性
を
感
じ
て
い

ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
ら
し

コ
ー
プ
の
定
款(

高
齢
者
等

支
援)

に
沿
っ
た
取
り
組
み

で
す
。
組
織
と
し
て
意
義
が

あ
り
、
喜
ば
し
い
事
だ
と
思

い
ま
す
。

■
■
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
貸
す

(

大
家
さ
ん
等)

側
の
不
安
や

リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
の
啓
蒙
の
取

り
組
み
で
す
■
■

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
ら
し
コ
ー
プ

江
尻

広告
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く
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機
関

誌
『紫

式
部

』
20

25
年

2
月

号

日
　
 　

　
　
 月

　
　
 　

　
 火

　
　
　
 　

  
水
　
 　

　
 　

木
　
　
 　

　
 金

　
　
　
 　

  
土

日
　
 　

　
　
 月

　
　
 　

　
 火

　
　
　
 　

  
水
　
 　

　
 　

木
　
　
 　

　
 金

　
　
　
 　

  
土

　
 　

　
　
 月

　
　
 　

　
 火

　
　
　
 　

  
水
　
 　

　
 　

木
　
　
 　

　
 金

　
　
　
 　

  
土

　
 　

　
　
 月

　
　
 　

　
 火
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土

　
 　

　
　
 月

　
　
 　

　
 火

　
　
　
 　

  
水
　
 　

　
 　

木
　
　
 　

　
 金

　
　
　
 　

  
土

　
 　

　
　
 月

　
　
 　

　
 火

　
　
　
 　

  
水
　
 　

　
 　

木
　
　
 　

　
 金

　
　
　
 　

  
土

 　
　
　

20
25

年
 2
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カ
レ
ン
ダ
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1/
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/2
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 1
/3
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1/
31
　
　
　
　
　
　
　
1 
      
      
  

14
:0
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絵
手
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室
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グ
ラ
ウ
ン
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ゴ
ル
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本
部
出
発
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:3
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〈
Ｎ
Ｐ
Ｏ
く
ら
し
コ
ー
プ
住
ま
い
相
談
〉
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:3
0
環
境
平
和
の
つ
ど
い

【
予
約
品
お
届
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】

18
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サ
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